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102 早稲田商学第 437 号
214
を学んでいる読者にとっては，理解しやすい内容になっている」（あとがき，324頁）と
いうのであれば前者でもよいが，他方で「是非，政策現場に立つ公務員，そして一般市
民にも読んでいただきたい」（あとがき，324頁）のであれば，後者のレベルで書かれる
ことが望ましい。ここは統一される方がいいと思うが，私見では後者のレベルに合わせ
るほうが多くの大学で実際に講義される場合にはやりやすいであろう。
　こうした点についてはまたの機会に検討していただけるとありがたいが，現状でも本
書は規制改革について厚生経済学的アプローチに則った理論と，現実の規制改革の現状
を知るうえで非常に有益である。
